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１. 概要 

・ 各ＤＡＣメンバーの開発協力政策や実施状況を定期的に審査。ＤＡＣのメンバー（２ヶ

国）が相互に審査国を務めることによる「相互学習」の側面も有する。通常は４～５年

に１回実施（前回の対日審査は２０１３／１４年に実施）。 

・ 今次レビューは，ＥＵ及び伊が審査国を務め，ＤＡＣ事務局と共に審査団を構成（別添

１：審査団リスト）。 

 

２. 相互レビューの流れ・日程 

・ 我が国提出のメモランダムに基づき，審査団が本国審査（於：東京）及びフィールド調

査（於：ガーナ，カンボジア）を実施し，審査報告書案を作成。審査会合（於：パリ）で，

被審査国に対する提言を採択し，審査報告書がＯＥＣＤのホームページに公表される。 

・ 今次レビューの日程（予定）： 

① ２０１９年１１月２５－２９日：本国審査（於：東京） 

② ２０１９年１２月 ９－１３日：第１回フィールド調査（於：ガーナ） 

③ ２０２０年 １月１３－１７日：第２回フィールド調査（於：カンボジア） 

④ ２０２０年 ６月２４日：審査会合（於：パリ） 

 

３. 本国審査の概要 

・ ２０１９年１１月２５－２９日，審査団が東京を訪問し，国会議員，関係省庁，ＪＩＣＡ，民

間企業，ＮＧＯ，有識者等からのヒアリング及び意見交換を実施。 

・ ＮＧＯとの意見交換は２８日午前中に実施。このほか，ＮＧＯから審査団に対し，書面

での意見提出がなされた。 

・ ヒアリング及び意見交換の結果は，今後行われるフィールド調査と併せ，審査団が作

成する審査報告書の土台となる。 

 

 

（了） 


